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来
て
く
だ
さ
る
方
も
近
所
の

顔
見
知
り
、
ス
タ
ッフ
も
顔
見
知

り
と
、
お
互
い
に
声
を
掛
け
合
っ

て
和
気
あ
い
あ
い
の一日
で
し
た
。

ご
賛
同
し
登
録
く
だ
さ
っ
た
方
が
、

現
在
43
名
お
ら
れ
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
後
初
め
て
の
開
店
日

８
日
に
は
、
当
番
ス
タ
ッ
フ
４
名

と
お
手
伝
い
３
名
で
お
も
て
な
し

し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
「
バ
リ

ス
タ
」
も
、
使
い
慣
れ
て
い
な

い
の
で
、
最
初
の
お
客
さ
ま
に

は
、
大
変
お
待
た
せ
を
し
て
し

ま
う
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、

ど
う
に
か
当
日
ご
来
店
24
名
の

お
客
様
の
お
も
て
な
し
を
終
え

ま
し
た
。

〜
来
ら
れ
た
お
客
様
が
、
そ
の
日
、

た
ま
た
ま
ス
タ
ッ
フ
だ
っ
た
３
人
の
、

地
元
に
お
住
ま
い
の
恩
師
で
あ
っ

た
為
、
又
偶
然
に
も
そ
の
時
は
、

他
に
お
客
様
も
居
ら
れ
な
く
て
、

そ
こ
で
ミ
ニ
ミ
ニ
同
窓
会
の
よ
う

な
交
流
会
が
で
き
ま
し
た
。
恩

師
も
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
会
え
る
と

は…

と
、
と
て
も
喜
ん
で
帰
ら

れ
ま
し
た
〜

　
６
月
１
日
（
月
）
コ
ミュニ
テ
ィ

カ
フ
ェ 「
ホ
ッ
と
一
息
し
ま
せ
ん
？

カ
フェ
」
が
、
社
会
福
祉
協
議
会

を
は
じ
め
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、

あ
が
た
の
里
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
校
長
先
生
、
市
社
会
福
祉

協
議
会
、
美
星
町
「
野
の
花
カ

フェ
」、
カ
フェ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ま
等
、
約
80
名
の
方
が
オ
ー

プ
ン
に
花
を
添
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

♪
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
を
片
手
に
、

子
育
て
マ
マ
さ
ん
、
お
じ
い
さ
ん
、

お
ば
あ
さ
ん
な
ど
誰
も
が
気
軽
に

集
ま
り
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り

お
菓
子
を
食
べ
た
り
し
な
が
ら
、

交
流
が
で
き
る
地
域
の
憩
い
の
場

と
し
て
の
「
カ
フ
ェ
」。
つ
な
が
り
、

支
え
合
う
地
域
づ
く
り
を
私
た

ち
仲
間
と
一
緒
に
目
指
し
ま
し
ま

し
ょ
う
♪

　

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
お

願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
趣
旨
に

県
主
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

妹
尾　

徹
様
（
亡
兄
）

　

鳥
越
洋
子
様
（
亡
夫
）

　

藤
井
正
明
様
（
亡
妻
）

県
主
公
民
館
へ

　

鳥
越
洋
子
様
（
亡
夫
）

門
田
楽
寿
会
へ

　

鳥
越
洋
子
様
（
亡
夫
）

　

藤
井
正
明
様
（
亡
妻
）

　

大
池
達
也
・
尚
美
さ
ん

　
　

女
の
子　

陽
菜
ち
ゃ
ん

　
　
　
（
３
月
３
日
生
ま
れ
）
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









紙
面
を
も
っ
て
お
礼
に

か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
知
ら
せ

８
月
13
日…

盆
踊
り

９
月
13
日…

敬
老
会

10
月
４
日…

市
民
体
育
祭

10
月
25
日…

か
か
し
祭
り

12
月
６
日…

　

不
燃
性
粗
大
ご
み
回
収

　

公
民
館
３
世
代
Ｇ
Ｇ
大
会

12
月
29
日…

公
民
館
大
掃
除

１
月
３
日…

新
年
互
礼
会

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会　
　
　
　
　
　

み
の
り
の
里
部
会　

  

蔵
本
哲
治
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ホ
ッ
ト
カ
フ
ェ
代
表　

鳥
越
愛
子

出
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

ひ　

な

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

☆
カ
フ
ェ
で
は
、
趣
旨
に
賛
同

し
お
手
伝
い
し
て
下
さ
る
方
や
、

お
茶
を
飲
み
に
来
て
下
さ
る
方

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
交
流
・
ふ
れ

あ
い
の
な
か
っ
た
人
た
ち
同
士

が
つ
な
が
る
場
に
な
れ
ば
と…

あ
な
た
の
参
加
が

地
域
を
元
気
に
し
ま
す
。

　

県
主
の
皆
さ
ん
！
県
の
里
芋

焼
酎
「
里
の
夢
」
美
味
し
い
で

す
よ
。
ど
う
ぞ
ご
賞
味
下
さ
い
！

芋
焼
酎
『
里
の
夢
』
販
売
店

・
斉　
藤　
酒　
店
（
井
原
町
）

・
久
津
間
酒
造
（
井
原
町
）

・
大
竹
屋
酒
店
（
井
原
町
）

・
鳥　
越　
酒　
店
（
笹
賀
町
）

・
東　
森　
酒　
店
（
木
之
子
町
）

・
デ
イ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
た
か
た（
木
之
子
町
）

・
津　
熊　
酒　
店
（
西
江
原
町
）

・
原　
田　
酒　
店
（
西
江
原
町
）

・
児
玉
食
料
品
店
（
岩
倉
町
）

・
藤　
井　
酒　
店
（
門
田
町
）

地
域
の
方
々
に
も
栽
培
し
て
頂

き
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
休
耕

田
や
耕
作
放
棄
地
の
解
消
、
そ

し
て
、
栽
培
さ
れ
る
皆
さ
ん
に

潤
い
が
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
に

な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆

様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、「
里

の
夢
」
の
商
品
化
に
あ
た
り
、

発
案
当
初
か
ら
相
談
に
の
っ
て

下
さ
い
ま
し
た
瀧
本
酒
造
様
を

は
じ
め
、
製
造
を
快
く
請
け

負
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
三
光
正

宗（
株
）様
、
更
に
は
芋
の
栽
培

か
ら
収
穫
ま
で
ご
尽
力
下
さ
い

ま
し
た
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

去
る
５
月
30
日
、
瀧
本
市
長

さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
の

方
を
お
招
き
し
、「
里
の
夢
」

お
披
露
目
会
を
行
い
ま
し
た
。

ご
出
席
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
か
ら
、

「
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
で
後
味
が
さ

わ
や
か
。
女
性
向
き
。」
と
の

意
見
を
多
く
頂
き
、
出
来
栄
え

は
上
々
の
様
で
す
。
県
主
を

も
っ
と
盛
り
上
げ
よ
う
と
発
案

し
た
こ
と
が
現
実
化
し
、
高
い

評
価
を
頂
き
ま
し
た
。
一
人
で

は
困
難
な
事
で
も
皆
の
力
が
集

ま
れ
ば
不
可
能
が
可
能
に
な
る

と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実
感
し

ま
し
た
。
今
後
は
、
県
の
里
ま

ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
だ
け
が

芋
を
栽
培
す
る
の
で
は
な
く
、

〜
ふ
れ
あ
い
で 

笑
顔
が
い
っ
ぱ
い 

県
の
里
〜

分
室
に「
ホ
ッ
ト
カ
フ
ェ
」オ
ー
プ
ン

分
室
に「
ホ
ッ
ト
カ
フ
ェ
」オ
ー
プ
ン

企　

画…

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

製
造
元…

三
光
正
宗
株
式
会
社

あ
が
た

酒造会社にお願いし、約半年。
味わい深いフルーティな焼酎ができました。
あがたの里本格芋焼酎『里の夢』

バスで片道10時間、志布志を訪れ芋の植え方を教わり苗をわけてもらい、
県の里に植えました。芋の苗はスクスクと育ち、土の中からは大きな芋が
ゴロゴロと３トン近く収穫できました。芋の種類は『黄金千貫』。

２０１４年春、県の里まちづくりの一人が言いました。
『県の里の空いた田んぼや畑でなんかできんかのぉ』
『鹿児島の志布志じゃ焼酎造りょうるでぇ』
『ほんなぁ県の里でも造ろうやぁ』

数量
限定

ま
ち
づ
く
り
で

焼
酎
作
っ
た
け
ぇ

　

飲
ん
で
み
て
ぇ

岡山
県井
原市
産

2015
年

完
成！
県
の
里 
芋
焼
酎「
里
の
夢
」

完
成！
県
の
里 
芋
焼
酎「
里
の
夢
」

第９号

発　行　
県の里まちづくり推進協議会
県主地区自治連合協議会
県　主　公　民　館
県主地区社会福祉協議会



１
月　

親
子
で
体
験

３
月　

閉
講
式

　
　
　

　

自
治
会
女
性
部
会
員
相
互
の

親
睦
を
深
め
自
己
の
教
養
を
高

め
る
。

６
月　

開
講
式　

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

７
月　

研
修
旅
行　

９
月　

作
品
づ
く
り

12
月　

公
民
館
Ｇ
Ｇ
大
会
参
加

２
月　

公
民
館
生
涯
学
習
講
座

３
月　

ゴ
ミ
の
分
別　

閉
講
式

　

社
会
奉
仕
と
健
康
の
維
持
管
理

４
月　

学
習
計
画

５
月　

社
会
奉
仕
活
動

　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　

研
修
視
察
旅
行

７
月　

元
気
応
援
教
室

　
　
　

食
育
講
座

　
　
　

研
修
親
睦
旅
行

９
月　

社
会
奉
仕
作
業

　
　
　

火
災
予
防
講
座

　
　
　

消
火
訓
練

11
月　

親
睦
旅
行

１
月　

料
理
教
室

２
月　

料
理
教
室

３
月　

研
修
親
睦
旅
行

　
　
　

清
掃
奉
仕
活
動　

　
　
　

反
省
会　

　

明
る
く
心
身
共
に
健
康
な
幼

児
の
育
成
を
図
る
た
め
、
会
員

相
互
に
研
修
し
、
保
護
者
の
親

睦
を
深
め
る
。

４
月　

開
講
式　

　
　
　

プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り

６
月　

情
報
交
換
会

７
月　

幼
稚
園
七
夕
会
に
参
加

８
月　

親
子
遠
足

９
月　

作
品
づ
く
り　

　
　
　

幼
稚
園
で
遊
ぼ
う

10
月　

親
子
パ
ン
作
り

11
月　

リ
ト
ミ
ッ
ク

12
月　

ク
リ
ス
マ
ス
会

　
　
　

奉
仕
作
業

２
月　

情
報
交
換
会

３
月　

閉
講
式　

　
　
　

お
別
れ
遠
足

　

親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
親
子

で
共
通
体
験
を
し
、
共
に
感
動

を
味
わ
い
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
。

　

ま
た
、
相
互
の
親
睦
を
深
め

地
域
社
会
へ
参
加
す
る
。

５
月　

開
講
式　

親
子
で
体
験

６
月　

親
子
で
体
験

９
月　

親
子
で
体
験

11
月　

ハ
ウ
ス
祭
り
参
加

第 9号 みんなの県主 平成 27 年 7月 15 日 第 9号 みんなの県主 平成 27 年 7月 15 日

23

●
１
部

　
　

佐
藤　

仁
美
・
藤
井　

真
弓

　
　

藤
井　

照
恵
・
藤
井　

良
子

　
　

岡
田　

弘
子

●
２
部

　
　

筒
井　

有
三
・
岡
田　

博
史

　
　

馬
越　

頴
三
・
岡
田　

和
正

　
　

三
嶋　

笑
子　

●
３
部

　
　

田
桑　

哲
朗
・
鳥
越　
　

昇

　
　

桝
平　

裕
子

●
４
部

　
　

多
賀
三
津
子
・
森
下
美
佐
恵

　
　

抅
井
真
寿
美

●
５
部

　
　

南
村　

和
稔
・
石
井　

和
昭

　
　

北
川　

勇
治
・
蔵
本　
　

均

●
６
部

　
　

西
村　

久
義
・
森
下　

伸
二

　
　

吉
仲　

繁
雄
・
岡
田　

友
幸

●
７
部

　
　

種
川
ヒ
フ
ミ
・
鳥
越　

恵
子

　
　

西
本　

貞
子
・
北
田　

澤
子

●
８
部

　
　

三
嶋　

佐
織
・
小
寺　

道
子

●
９
部

　
　

生
駒　

悦
子
・
武
田
富
士
恵

　
　

森　
　

竹
久
・
池
田　

俊
美

●
10
部

　
　

北
田　

知
治
・
川
上　

和
洋

●
11
部

　
　

木
田　

秀
夫
・
松
井
功
之
助

　
　

松
本　

輝
義
・
白
谷　

靖
彦

◎
顧　

問

　

生
駒
五
三
六
・
藤
森　

雅
和

◎
会　

長

　

北
田　

雅
之

◎
副
会
長

　

山
本　

勝
禧
・
馬
越　

頴
三

◎
庶　

務

　

藤
井　
　

護

◎
会　

計

　

三
嶋　

佐
織

◎
理　

事

　

森
下　

和
美
・
岡
田　

章
文

　

山
本　

俊
和
・
三
嶋　

貞
子

　

藤
井　

成
夫
・
多
賀　

克
己

　

蔵
本　
　

均
・
松
山　
　

誠

　

北
田　

勝
信
・
鳥
越　

愛
子

　

岡
田　

廣
康
・
廣
田　

文
子

　

池
田　

知
子
・
北
田　

伸
子

　

蔵
本　

久
美
・
多
賀
三
津
子

　

吉
仲　

和
子
・
松
山　

辰
恵

　

蔵
本　

哲
治
・
三
嶋　

和
也

　

三
嶋　

卓
也
・
松
山　

伸
子

　

渡
辺　

洋
子
・
岡
田　
　

忍

　

森
本　

峰
子
・
木
田　

秀
夫

◎
監　

事

　

尾
山　

立
志
・
佐
藤　

聖
子

平
成
27
年
度
社
会
福
祉
協
議
会
理
事

平
成
27
年
度
福
祉
委
員

幼

児

学

級

家
庭
教
育
学
級

婦

人

学

級

高
齢
者
学
級

公
民
館
学
級
活
動
計
画

公
民
館
学
級
活
動
計
画

使用料： 37

予備費： 37

交際費： 30

委託料： 19

負担金： 10

地域事業費： 1,068

需用費： 712

備品購入費：　676

運営審議会： 90

団体助成費： 90

役務費： 101

報償費： 239

平
成
26
年
度
公
民
館
決
算
内
訳

事業別
決算内訳
合計  3,109
単位：千円

今
年
度
の
主
な
公
民
館
行
事

い
ま
す
。
公
民
館
が
、
生
涯
学

習
の
拠
点
と
し
て
、
３
世
代
の
人

た
ち
が
、
集
い
、
学
び
、
交
流
し
、

絆
を
深
め
る
場
と
な
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
区
内
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か

ら
公
民
館
活
動
の
推
進
に
つ
き
ま

し
て
多
大
な
ご
理
解
ご
協
力
を
い

た
だ
き
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
今
年
度
も
３
か
月
が
過
ぎ
、

５
月
24
日
に
は
「
町
民
体
育
祭
」

が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
７
月

５
日
の
「
第
４
回
井
原
市
公
民
館

対
抗
３
世
代
Ｇ
Ｇ
大
会
」
で
は
、

県
主
公
民
館
ひ
ま
わ
り
が
優
勝
し
、

４
連
覇
の
偉
業
を
達
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
各
学
級
活
動
も
始
ま
っ
て

８
月
13
日
（
木
）

　

行
事…

盆
踊
り
大
会

　

場
所…

小
学
校
運
動
場

10
月
４
日
（
日
）

　

行
事…

第
53
回
市
民
体
育
祭

　

場
所…

井
原
市
陸
上
競
技
場

11
月
８
日
（
日
）

　

行
事…

第
40
回
ハ
ウ
ス
祭
り

　

場
所…

小
学
校
体
育
館
・
運
動
場

12
月
６
日
（
日
）

　

行
事…

公
民
館
３
世
代
Ｇ
Ｇ
大
会

　

場
所…

井
原
市
Ｇ
Ｇ
場

28
年
１
月
３
日
（
日
）

　

行
事…

新
年
互
礼
会

　

場
所…

県
主
公
民
館

公
民
館 

新
年
度
ス
タ
ー
ト

公
民
館 

新
年
度
ス
タ
ー
ト

　

昨
年
度
お
こ
な
い
ま
し
た
福

祉
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
、
県
主

の
民
生
児
童
委
員
が
わ
か
ら
な

い
と
い
う
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
地
区
内
の
皆
様
に

ご
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。

　

県
主
地
区
に
は
民
生
児
童
委

員
４
名
、
主
任
児
童
委
員
２
名

の
方
が
お
ら
れ
、
精
力
的
に
活

動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
の
紹
介

民
生
委
員
の
紹
介

　

写
真
右
か
ら

　

主
任
児
童
委
員

　
　
・
蔵
本　

久
美
さ
ん

　
　
・
北
田　

伸
子
さ
ん

　

民
生
児
童
委
員

　
　
・
鳥
越　

愛
子
さ
ん

　
　
　
（
地
区
会
長
）

　
　
・
廣
田　

文
子
さ
ん

　
　
・
池
田　

知
子
さ
ん

　
　
・
岡
田　

廣
康
さ
ん

民

生

委

員

地域の人たちが集い語り合う、縁側のような暖かい場所
嬉しいことや楽しいこと、悲しいことや困ったことを、

お茶を飲みながら一緒に分かち合える場所
人と人が繋がり、いろんな交流のできる場所
そんな場所をみんなで創っていきませんか？

☆ホッとカフェでは、民生・行政委員が
相談に応じます。困ったことや心配な
ことを相談ください。 ４連覇達成した

「県主公民館ひまわり」の皆さん

「コミュニティカフェ」ってな～に？
コミュニティカフェコミュニティカフェホッと カフェホッと カフェ



１
月　

親
子
で
体
験

３
月　

閉
講
式

　
　
　

　

自
治
会
女
性
部
会
員
相
互
の

親
睦
を
深
め
自
己
の
教
養
を
高

め
る
。

６
月　

開
講
式　

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

７
月　

研
修
旅
行　

９
月　

作
品
づ
く
り

12
月　

公
民
館
Ｇ
Ｇ
大
会
参
加

２
月　

公
民
館
生
涯
学
習
講
座

３
月　

ゴ
ミ
の
分
別　

閉
講
式

　

社
会
奉
仕
と
健
康
の
維
持
管
理

４
月　

学
習
計
画

５
月　

社
会
奉
仕
活
動

　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　

研
修
視
察
旅
行

７
月　

元
気
応
援
教
室

　
　
　

食
育
講
座

　
　
　

研
修
親
睦
旅
行

９
月　

社
会
奉
仕
作
業

　
　
　

火
災
予
防
講
座

　
　
　

消
火
訓
練

11
月　

親
睦
旅
行

１
月　

料
理
教
室

２
月　

料
理
教
室

３
月　

研
修
親
睦
旅
行

　
　
　

清
掃
奉
仕
活
動　

　
　
　

反
省
会　

　

明
る
く
心
身
共
に
健
康
な
幼

児
の
育
成
を
図
る
た
め
、
会
員

相
互
に
研
修
し
、
保
護
者
の
親

睦
を
深
め
る
。

４
月　

開
講
式　

　
　
　

プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り

６
月　

情
報
交
換
会

７
月　

幼
稚
園
七
夕
会
に
参
加

８
月　

親
子
遠
足

９
月　

作
品
づ
く
り　

　
　
　

幼
稚
園
で
遊
ぼ
う

10
月　

親
子
パ
ン
作
り

11
月　

リ
ト
ミ
ッ
ク

12
月　

ク
リ
ス
マ
ス
会

　
　
　

奉
仕
作
業

２
月　

情
報
交
換
会

３
月　

閉
講
式　

　
　
　

お
別
れ
遠
足

　

親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
親
子

で
共
通
体
験
を
し
、
共
に
感
動

を
味
わ
い
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
。

　

ま
た
、
相
互
の
親
睦
を
深
め

地
域
社
会
へ
参
加
す
る
。

５
月　

開
講
式　

親
子
で
体
験

６
月　

親
子
で
体
験

９
月　

親
子
で
体
験

11
月　

ハ
ウ
ス
祭
り
参
加

第 9号 みんなの県主 平成 27 年 7月 15 日 第 9号 みんなの県主 平成 27 年 7月 15 日

23

●
１
部

　
　

佐
藤　

仁
美
・
藤
井　

真
弓

　
　

藤
井　

照
恵
・
藤
井　

良
子

　
　

岡
田　

弘
子

●
２
部

　
　

筒
井　

有
三
・
岡
田　

博
史

　
　

馬
越　

頴
三
・
岡
田　

和
正

　
　

三
嶋　

笑
子　

●
３
部

　
　

田
桑　

哲
朗
・
鳥
越　
　

昇

　
　

桝
平　

裕
子

●
４
部

　
　

多
賀
三
津
子
・
森
下
美
佐
恵

　
　

抅
井
真
寿
美

●
５
部

　
　

南
村　

和
稔
・
石
井　

和
昭

　
　

北
川　

勇
治
・
蔵
本　
　

均

●
６
部

　
　

西
村　

久
義
・
森
下　

伸
二

　
　

吉
仲　

繁
雄
・
岡
田　

友
幸

●
７
部

　
　

種
川
ヒ
フ
ミ
・
鳥
越　

恵
子

　
　

西
本　

貞
子
・
北
田　

澤
子

●
８
部

　
　

三
嶋　

佐
織
・
小
寺　

道
子

●
９
部

　
　

生
駒　

悦
子
・
武
田
富
士
恵

　
　

森　
　

竹
久
・
池
田　

俊
美

●
10
部

　
　

北
田　

知
治
・
川
上　

和
洋

●
11
部

　
　

木
田　

秀
夫
・
松
井
功
之
助

　
　

松
本　

輝
義
・
白
谷　

靖
彦

◎
顧　

問

　

生
駒
五
三
六
・
藤
森　

雅
和

◎
会　

長

　

北
田　

雅
之

◎
副
会
長

　

山
本　

勝
禧
・
馬
越　

頴
三

◎
庶　

務

　

藤
井　
　

護

◎
会　

計

　

三
嶋　

佐
織

◎
理　

事

　

森
下　

和
美
・
岡
田　

章
文

　

山
本　

俊
和
・
三
嶋　

貞
子

　

藤
井　

成
夫
・
多
賀　

克
己

　

蔵
本　
　

均
・
松
山　
　

誠

　

北
田　

勝
信
・
鳥
越　

愛
子

　

岡
田　

廣
康
・
廣
田　

文
子

　

池
田　

知
子
・
北
田　

伸
子

　

蔵
本　

久
美
・
多
賀
三
津
子

　

吉
仲　

和
子
・
松
山　

辰
恵

　

蔵
本　

哲
治
・
三
嶋　

和
也

　

三
嶋　

卓
也
・
松
山　

伸
子

　

渡
辺　

洋
子
・
岡
田　
　

忍

　

森
本　

峰
子
・
木
田　

秀
夫

◎
監　

事

　

尾
山　

立
志
・
佐
藤　

聖
子

平
成
27
年
度
社
会
福
祉
協
議
会
理
事

平
成
27
年
度
福
祉
委
員

幼

児

学

級

家
庭
教
育
学
級

婦

人

学

級

高
齢
者
学
級

公
民
館
学
級
活
動
計
画

公
民
館
学
級
活
動
計
画

使用料： 37

予備費： 37

交際費： 30

委託料： 19

負担金： 10

地域事業費： 1,068

需用費： 712

備品購入費：　676

運営審議会： 90

団体助成費： 90

役務費： 101

報償費： 239

平
成
26
年
度
公
民
館
決
算
内
訳

事業別
決算内訳
合計  3,109
単位：千円

今
年
度
の
主
な
公
民
館
行
事

い
ま
す
。
公
民
館
が
、
生
涯
学

習
の
拠
点
と
し
て
、
３
世
代
の
人

た
ち
が
、
集
い
、
学
び
、
交
流
し
、

絆
を
深
め
る
場
と
な
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
区
内
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か

ら
公
民
館
活
動
の
推
進
に
つ
き
ま

し
て
多
大
な
ご
理
解
ご
協
力
を
い

た
だ
き
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
今
年
度
も
３
か
月
が
過
ぎ
、

５
月
24
日
に
は
「
町
民
体
育
祭
」

が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
７
月

５
日
の
「
第
４
回
井
原
市
公
民
館

対
抗
３
世
代
Ｇ
Ｇ
大
会
」
で
は
、

県
主
公
民
館
ひ
ま
わ
り
が
優
勝
し
、

４
連
覇
の
偉
業
を
達
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
各
学
級
活
動
も
始
ま
っ
て

８
月
13
日
（
木
）

　

行
事…

盆
踊
り
大
会

　

場
所…

小
学
校
運
動
場

10
月
４
日
（
日
）

　

行
事…

第
53
回
市
民
体
育
祭

　

場
所…

井
原
市
陸
上
競
技
場

11
月
８
日
（
日
）

　

行
事…

第
40
回
ハ
ウ
ス
祭
り

　

場
所…

小
学
校
体
育
館
・
運
動
場

12
月
６
日
（
日
）

　

行
事…

公
民
館
３
世
代
Ｇ
Ｇ
大
会

　

場
所…

井
原
市
Ｇ
Ｇ
場

28
年
１
月
３
日
（
日
）

　

行
事…

新
年
互
礼
会

　

場
所…

県
主
公
民
館

公
民
館 

新
年
度
ス
タ
ー
ト

公
民
館 

新
年
度
ス
タ
ー
ト

　

昨
年
度
お
こ
な
い
ま
し
た
福

祉
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
、
県
主

の
民
生
児
童
委
員
が
わ
か
ら
な

い
と
い
う
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
地
区
内
の
皆
様
に

ご
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。

　

県
主
地
区
に
は
民
生
児
童
委

員
４
名
、
主
任
児
童
委
員
２
名

の
方
が
お
ら
れ
、
精
力
的
に
活

動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
の
紹
介

民
生
委
員
の
紹
介

　

写
真
右
か
ら

　

主
任
児
童
委
員

　
　
・
蔵
本　

久
美
さ
ん

　
　
・
北
田　

伸
子
さ
ん

　

民
生
児
童
委
員

　
　
・
鳥
越　

愛
子
さ
ん

　
　
　
（
地
区
会
長
）

　
　
・
廣
田　

文
子
さ
ん

　
　
・
池
田　

知
子
さ
ん

　
　
・
岡
田　

廣
康
さ
ん

民

生

委

員

地域の人たちが集い語り合う、縁側のような暖かい場所
嬉しいことや楽しいこと、悲しいことや困ったことを、

お茶を飲みながら一緒に分かち合える場所
人と人が繋がり、いろんな交流のできる場所
そんな場所をみんなで創っていきませんか？

☆ホッとカフェでは、民生・行政委員が
相談に応じます。困ったことや心配な
ことを相談ください。 ４連覇達成した

「県主公民館ひまわり」の皆さん

「コミュニティカフェ」ってな～に？
コミュニティカフェコミュニティカフェホッと カフェホッと カフェ



資源保全協議会　幼稚園芋植え
6
10児童クラブ　避難訓練

6
29 学校支援ボランティア　楽寿会芋植え

6
10

リーム廻しリレー

Gゴルフリレー

ざる引きリレー

綱引き

玉入れ

親子二人三脚リレー

クリーンキャンペーン

年齢別リレー 女子

年齢別リレー 男子

合計得点

総合順位

4

2

2

2

4

4

2

4

4

1

3

3

3

1

1

3

1

1

17

4

1

4

7

10

11

12

15

16

17

2

1

3

3

3

2

4

1

1

3

4

2

2

2

3

1

4

4

25

2

3

7

9

11

13

16

17

21

25

1

4

1

1

2

3

1

2

3

4

1

4

4

3

2

4

3

2

27

1

4

5

9

13

16

18

22

25

27

3

3

4

4

1

1

3

3

2

2

2

1

1

4

4

2

2

3

21

3

2

4

5

6

1

14

16

18

21

第１
分団

第２
分団

第３
分団

第４
分団

順
位
得
点
累
計
順
位
得
点
累
計
順
位
得
点
累
計
順
位
得
点
累
計

競技種目

社協　ふれあい訪問
7
3

だ

主

わ

い
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資源保全協議会　幼稚園芋植え
6
10児童クラブ　避難訓練

6
29 学校支援ボランティア　楽寿会芋植え

6
10

リーム廻しリレー

Gゴルフリレー

ざる引きリレー

綱引き

玉入れ

親子二人三脚リレー

クリーンキャンペーン

年齢別リレー 女子

年齢別リレー 男子

合計得点

総合順位

4

2

2

2

4

4

2

4

4

1

3

3

3

1

1

3

1

1
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1

4
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1

3

3

3

2

4

1

1

3

4

2

2

2

3

1

4

4
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2
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1

1

2

3

1

2

3

4

1

4

4

3

2

4
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だ

主

わ
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県
主
地
区
内
の
各
地
で
、
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
が
活
発
に

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
部
の
実
施
計
画
は
左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

お
世
話
係
り
の
方
が
中
心
に
な
っ
て
色
々
な
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
一
緒
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
よ
り
多
く
の

方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

部 会の名称 地区 開催場所 開催日 会費／月 お世話係り
佐藤　京子
藤井　悦子
藤井須美江
山本　千秋
馬越　友與

佐藤　玉子
森谷みつゑ

森下美佐恵
多賀三津子
抅井真寿美
蔵本　元代
松田千恵子
蔵本　芳香
森下久美子
馬越　朝子
西本　照美
早田　裕美
石本　節子
石本喜代美
中野むつみ
佐藤　節子

生駒　政子
藤井　保江
藤井マス子
池田　知子
佐藤　泉美
要田　千尋

対龍集会所 毎月１９日
13:30～

１部 ひまわりの会 淀 淀公民館 毎月１６日
14:00～ 200円

100円

３部 気楽会 実相 対龍集会所 毎月１９日
13:30～ 100円

２部 コスモスの会
太和
広江
仁古谷

200円

４部 みのり会 大谷 大谷公民館 毎月第３日曜日
14:00～

たんぽぽの会 門田上 門田上公民館 毎月第２水曜日
13:30～

200円

５部 しんぼく会 蔵本
都恵 親睦公民館 毎月１８日

14:00～

県主公民館 毎月２７日
14:00～

200円

７部 むつみ会 石仏・木舟
中岡・井迫 西方上公民館 毎月１４日

14:00～ 200円

６部

200円

９部 すみれ会 大迫 大迫公民館 毎月２４日
14:00～ 200円

８部 七五三会
(なごみ会)

中耕地
甲子講

200円10部
11部 ニコニコ会 向山

西方住宅 向山公民館 毎月第３木曜日
14:00～

事業名 活動内容 担当者

①広報活動 広報紙
「みんなの県主」発行

森下　和美・岡田　　忍
森本　峰子・吉仲　和子
山本　俊和

②ふれあい
　サービス活動

ふれあいサービスと安否確認に
対象者を訪問

多賀　克己・松山　　誠
岡田　廣康・廣田　文子
池田　知子・鳥越　愛子

③友愛訪問活動
世代間交流
小学生と地区内サロンの交流
歳末に友愛訪問実施

渡辺　洋子・三嶋　貞子
岡田　廣康・廣田　文子
池田　知子・鳥越　愛子
蔵本　久美・北田　伸子

④地域交流活動 敬老会：自治会女性部と共催
大谷三十三観音めぐり

多賀三津子・吉仲　和子
松山　辰恵・馬越　頴三
藤井　成夫・北田　雅之

⑤生きがい
　対策活動 ふれあい・いきいきサロン活動の推進

鳥越　愛子・廣田　文子
岡田　廣康・池田　知子
蔵本　久美・北田　伸子

⑥児童育成活動
児童クラブ活動育成支援

しめ縄・とんど集会の支援

蔵本　哲治・三嶋　佐織
三嶋　和也・三嶋　卓也
松山　伸子・蔵本　久美
北田　伸子

⑦健康づくり活動 健康講座研修の開催 山本　勝禧・渡辺　洋子

福祉委員研修
ご近所福祉ネットワーク活動

馬越　頴三・蔵本　　均
松山　　誠・北田　勝信
藤井　　護・北田　雅之

理事視察研修 藤井　　護・三嶋　佐織

⑧研修活動

平成27年度事業計画



平成26年度社協決算内訳
生きがい対策活動費： 300

赤い羽根まちづくり事業： 106

児童育成活動費： 68

友愛訪問活動費： 38

地域交流活動費： 31

広報活動費： 30

見守り活動費： 27

高齢者活動費： 20

雑費： 11

健康づくり活動費： 4

ふれあいサービス活動費： 103

研修費： 103

慶弔費： 211

事務費： 178

市社協会費： 128

地域ボランティア活動費： 49

事業別
決算内訳
合計  １，407
単位：千円

　

昨
年
に
引
き
続
き
井
原
市

の
「
が
ん
ば
る
地
域
応
援
補

助
金
の
申
請
を
行
な
い
ま
し
た
。

①
広
報
誌
発
行
事
業

②「
ふ
る
さ
と
か
か
し
」「
か

か
し
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
よ
る

地
域
活
性
化
事
業

③
ふ
る
さ
と
便
利
屋
さ
ん
事
業

④
命
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
事
業

⑤
人
材
育
成
事
業

⑥
地
元
の
一
番
開
発
事
業

　

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進

協
議
会
で
お
こ
な
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
「
ふ

る
さ
と
便
利
屋
さ
ん
事
業
」

「
命
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
事
業
」

の
二
つ
が
新
し
く
加
わ
り
、

安
心
・
安
全
で
住
み
や
す
い

県
主
に
し
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
以
外
に
も

皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
、

計
画
を
立
て
て
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
積
極
的
な
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

く
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
、
自
ら
た
め

池
な
ど
に
飛
び
込
ん
で
助
け
る

行
為
は
非
常
に
危
険
で
す
。
有

効
に
利
用
く
だ
さ
い
。

　

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会
、「
あ
ん
し
ん
の
里
部
会
」

で
は
命
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
事
業

と
し
て
、
県
主
地
区
内
の
た
め

池
や
河
川
に
ポ
リ
容
器
を
利
用

し
た
救
命
浮
き
輪
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
11
ヵ
所
に
設
置
、
順
次

拡
大
し
て
い
く
と
と
も
に
、
よ

く
目
立
つ
よ
う
表
示
や
設
置
方

法
に
つ
い
て
も
改
善
を
し
て
い

　ごみの分別講習を受け「分別の重要性
またそれが必要なこと」を強く感じました。
ごみを燃やしたり廃棄したりしていません
か。これらの行為が、世界で発生している
異常気象に加担しているのではとあらため
て感じました。

参加者の声
大谷地区ごみ分別講習会大谷地区ごみ分別講習会大谷地区ごみ分別講習会

お宮池

門田川・稲木川合流部
淀池

松田池

男山越池

鳥羽陵東の池

砂止池

西大谷岡田朗さん宅東の池

地面池つつじ池

官上池

お宮池

門田川・稲木川合流部
淀池

松田池

男山越池

鳥羽陵東の池

砂止池

西大谷岡田朗さん宅東の池

地面池つつじ池

官上池

救命ボトル設置箇所

救
命
ボ
ト
ル
設
置
事
業
県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

あ
ん
し
ん
の
里
部
会

救
命
ボ
ト
ル
設
置
事
業

救
命
ボ
ト
ル
設
置
事
業

が
ん
ば
る
地
域

　

応
援
補
助
金
の
申
請

うつくしい里部会 ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
実
施
計
画

平
成
27
年
度

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
実
施
計
画

平
成
27
年
度
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県
主
地
区
内
の
各
地
で
、
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
が
活
発
に

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
部
の
実
施
計
画
は
左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

お
世
話
係
り
の
方
が
中
心
に
な
っ
て
色
々
な
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
一
緒
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
よ
り
多
く
の

方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

部 会の名称 地区 開催場所 開催日 会費／月 お世話係り
佐藤　京子
藤井　悦子
藤井須美江
山本　千秋
馬越　友與

佐藤　玉子
森谷みつゑ

森下美佐恵
多賀三津子
抅井真寿美
蔵本　元代
松田千恵子
蔵本　芳香
森下久美子
馬越　朝子
西本　照美
早田　裕美
石本　節子
石本喜代美
中野むつみ
佐藤　節子

生駒　政子
藤井　保江
藤井マス子
池田　知子
佐藤　泉美
要田　千尋

対龍集会所 毎月１９日
13:30～

１部 ひまわりの会 淀 淀公民館 毎月１６日
14:00～ 200円

100円

３部 気楽会 実相 対龍集会所 毎月１９日
13:30～ 100円

２部 コスモスの会
太和
広江
仁古谷

200円

４部 みのり会 大谷 大谷公民館 毎月第３日曜日
14:00～

たんぽぽの会 門田上 門田上公民館 毎月第２水曜日
13:30～

200円

５部 しんぼく会 蔵本
都恵 親睦公民館 毎月１８日

14:00～

県主公民館 毎月２７日
14:00～

200円

７部 むつみ会 石仏・木舟
中岡・井迫 西方上公民館 毎月１４日

14:00～ 200円

６部

200円

９部 すみれ会 大迫 大迫公民館 毎月２４日
14:00～ 200円

８部 七五三会
(なごみ会)

中耕地
甲子講

200円10部
11部 ニコニコ会 向山

西方住宅 向山公民館 毎月第３木曜日
14:00～

事業名 活動内容 担当者

①広報活動 広報紙
「みんなの県主」発行

森下　和美・岡田　　忍
森本　峰子・吉仲　和子
山本　俊和

②ふれあい
　サービス活動

ふれあいサービスと安否確認に
対象者を訪問

多賀　克己・松山　　誠
岡田　廣康・廣田　文子
池田　知子・鳥越　愛子

③友愛訪問活動
世代間交流
小学生と地区内サロンの交流
歳末に友愛訪問実施

渡辺　洋子・三嶋　貞子
岡田　廣康・廣田　文子
池田　知子・鳥越　愛子
蔵本　久美・北田　伸子

④地域交流活動 敬老会：自治会女性部と共催
大谷三十三観音めぐり

多賀三津子・吉仲　和子
松山　辰恵・馬越　頴三
藤井　成夫・北田　雅之

⑤生きがい
　対策活動 ふれあい・いきいきサロン活動の推進

鳥越　愛子・廣田　文子
岡田　廣康・池田　知子
蔵本　久美・北田　伸子

⑥児童育成活動
児童クラブ活動育成支援

しめ縄・とんど集会の支援

蔵本　哲治・三嶋　佐織
三嶋　和也・三嶋　卓也
松山　伸子・蔵本　久美
北田　伸子

⑦健康づくり活動 健康講座研修の開催 山本　勝禧・渡辺　洋子

福祉委員研修
ご近所福祉ネットワーク活動

馬越　頴三・蔵本　　均
松山　　誠・北田　勝信
藤井　　護・北田　雅之

理事視察研修 藤井　　護・三嶋　佐織

⑧研修活動

平成27年度事業計画



平成26年度社協決算内訳
生きがい対策活動費： 300

赤い羽根まちづくり事業： 106

児童育成活動費： 68

友愛訪問活動費： 38

地域交流活動費： 31

広報活動費： 30

見守り活動費： 27

高齢者活動費： 20

雑費： 11

健康づくり活動費： 4

ふれあいサービス活動費： 103

研修費： 103

慶弔費： 211

事務費： 178

市社協会費： 128

地域ボランティア活動費： 49

事業別
決算内訳
合計  １，407
単位：千円

　

昨
年
に
引
き
続
き
井
原
市

の
「
が
ん
ば
る
地
域
応
援
補

助
金
の
申
請
を
行
な
い
ま
し
た
。

①
広
報
誌
発
行
事
業

②「
ふ
る
さ
と
か
か
し
」「
か

か
し
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
よ
る

地
域
活
性
化
事
業

③
ふ
る
さ
と
便
利
屋
さ
ん
事
業

④
命
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
事
業

⑤
人
材
育
成
事
業

⑥
地
元
の
一
番
開
発
事
業

　

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進

協
議
会
で
お
こ
な
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
「
ふ

る
さ
と
便
利
屋
さ
ん
事
業
」

「
命
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
事
業
」

の
二
つ
が
新
し
く
加
わ
り
、

安
心
・
安
全
で
住
み
や
す
い

県
主
に
し
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
以
外
に
も

皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
、

計
画
を
立
て
て
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
積
極
的
な
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

く
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
、
自
ら
た
め

池
な
ど
に
飛
び
込
ん
で
助
け
る

行
為
は
非
常
に
危
険
で
す
。
有

効
に
利
用
く
だ
さ
い
。

　

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会
、「
あ
ん
し
ん
の
里
部
会
」

で
は
命
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
事
業

と
し
て
、
県
主
地
区
内
の
た
め

池
や
河
川
に
ポ
リ
容
器
を
利
用

し
た
救
命
浮
き
輪
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
11
ヵ
所
に
設
置
、
順
次

拡
大
し
て
い
く
と
と
も
に
、
よ

く
目
立
つ
よ
う
表
示
や
設
置
方

法
に
つ
い
て
も
改
善
を
し
て
い

　ごみの分別講習を受け「分別の重要性
またそれが必要なこと」を強く感じました。
ごみを燃やしたり廃棄したりしていません
か。これらの行為が、世界で発生している
異常気象に加担しているのではとあらため
て感じました。

参加者の声
大谷地区ごみ分別講習会大谷地区ごみ分別講習会大谷地区ごみ分別講習会

お宮池

門田川・稲木川合流部
淀池

松田池

男山越池

鳥羽陵東の池

砂止池

西大谷岡田朗さん宅東の池

地面池つつじ池

官上池

お宮池

門田川・稲木川合流部
淀池

松田池

男山越池

鳥羽陵東の池

砂止池

西大谷岡田朗さん宅東の池

地面池つつじ池

官上池

救命ボトル設置箇所

救
命
ボ
ト
ル
設
置
事
業
県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

あ
ん
し
ん
の
里
部
会

救
命
ボ
ト
ル
設
置
事
業

救
命
ボ
ト
ル
設
置
事
業

が
ん
ば
る
地
域

　

応
援
補
助
金
の
申
請

うつくしい里部会 ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
実
施
計
画

平
成
27
年
度

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
実
施
計
画

平
成
27
年
度
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来
て
く
だ
さ
る
方
も
近
所
の

顔
見
知
り
、
ス
タ
ッフ
も
顔
見
知

り
と
、
お
互
い
に
声
を
掛
け
合
っ

て
和
気
あ
い
あ
い
の一日
で
し
た
。

ご
賛
同
し
登
録
く
だ
さ
っ
た
方
が
、

現
在
43
名
お
ら
れ
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
後
初
め
て
の
開
店
日

８
日
に
は
、
当
番
ス
タ
ッ
フ
４
名

と
お
手
伝
い
３
名
で
お
も
て
な
し

し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
「
バ
リ

ス
タ
」
も
、
使
い
慣
れ
て
い
な

い
の
で
、
最
初
の
お
客
さ
ま
に

は
、
大
変
お
待
た
せ
を
し
て
し

ま
う
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、

ど
う
に
か
当
日
ご
来
店
24
名
の

お
客
様
の
お
も
て
な
し
を
終
え

ま
し
た
。

〜
来
ら
れ
た
お
客
様
が
、
そ
の
日
、

た
ま
た
ま
ス
タ
ッ
フ
だ
っ
た
３
人
の
、

地
元
に
お
住
ま
い
の
恩
師
で
あ
っ

た
為
、
又
偶
然
に
も
そ
の
時
は
、

他
に
お
客
様
も
居
ら
れ
な
く
て
、

そ
こ
で
ミ
ニ
ミ
ニ
同
窓
会
の
よ
う

な
交
流
会
が
で
き
ま
し
た
。
恩

師
も
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
会
え
る
と

は…

と
、
と
て
も
喜
ん
で
帰
ら

れ
ま
し
た
〜

　
６
月
１
日
（
月
）
コ
ミュニ
テ
ィ

カ
フ
ェ 「
ホ
ッ
と
一
息
し
ま
せ
ん
？

カ
フェ
」
が
、
社
会
福
祉
協
議
会

を
は
じ
め
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、

あ
が
た
の
里
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
校
長
先
生
、
市
社
会
福
祉

協
議
会
、
美
星
町
「
野
の
花
カ

フェ
」、
カ
フェ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ま
等
、
約
80
名
の
方
が
オ
ー

プ
ン
に
花
を
添
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

♪
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
を
片
手
に
、

子
育
て
マ
マ
さ
ん
、
お
じ
い
さ
ん
、

お
ば
あ
さ
ん
な
ど
誰
も
が
気
軽
に

集
ま
り
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り

お
菓
子
を
食
べ
た
り
し
な
が
ら
、

交
流
が
で
き
る
地
域
の
憩
い
の
場

と
し
て
の
「
カ
フ
ェ
」。
つ
な
が
り
、

支
え
合
う
地
域
づ
く
り
を
私
た

ち
仲
間
と
一
緒
に
目
指
し
ま
し
ま

し
ょ
う
♪

　

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
お

願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
趣
旨
に

県
主
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

妹
尾　

徹
様
（
亡
兄
）

　

鳥
越
洋
子
様
（
亡
夫
）

　

藤
井
正
明
様
（
亡
妻
）

県
主
公
民
館
へ

　

鳥
越
洋
子
様
（
亡
夫
）

門
田
楽
寿
会
へ

　

鳥
越
洋
子
様
（
亡
夫
）

　

藤
井
正
明
様
（
亡
妻
）

　

大
池
達
也
・
尚
美
さ
ん

　
　

女
の
子　

陽
菜
ち
ゃ
ん

　
　
　
（
３
月
３
日
生
ま
れ
）






























紙
面
を
も
っ
て
お
礼
に

か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
知
ら
せ

８
月
13
日…

盆
踊
り

９
月
13
日…

敬
老
会

10
月
４
日…

市
民
体
育
祭

10
月
25
日…

か
か
し
祭
り

12
月
６
日…

　

不
燃
性
粗
大
ご
み
回
収

　

公
民
館
３
世
代
Ｇ
Ｇ
大
会

12
月
29
日…

公
民
館
大
掃
除

１
月
３
日…

新
年
互
礼
会

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会　
　
　
　
　
　

み
の
り
の
里
部
会　

  

蔵
本
哲
治





ホ
ッ
ト
カ
フ
ェ
代
表　

鳥
越
愛
子

出
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

ひ　

な

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

☆
カ
フ
ェ
で
は
、
趣
旨
に
賛
同

し
お
手
伝
い
し
て
下
さ
る
方
や
、

お
茶
を
飲
み
に
来
て
下
さ
る
方

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
交
流
・
ふ
れ

あ
い
の
な
か
っ
た
人
た
ち
同
士

が
つ
な
が
る
場
に
な
れ
ば
と…

あ
な
た
の
参
加
が

地
域
を
元
気
に
し
ま
す
。

　

県
主
の
皆
さ
ん
！
県
の
里
芋

焼
酎
「
里
の
夢
」
美
味
し
い
で

す
よ
。
ど
う
ぞ
ご
賞
味
下
さ
い
！

芋
焼
酎
『
里
の
夢
』
販
売
店

・
斉　
藤　
酒　
店
（
井
原
町
）

・
久
津
間
酒
造
（
井
原
町
）

・
大
竹
屋
酒
店
（
井
原
町
）

・
鳥　
越　
酒　
店
（
笹
賀
町
）

・
東　
森　
酒　
店
（
木
之
子
町
）

・
デ
イ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
た
か
た（
木
之
子
町
）

・
津　
熊　
酒　
店
（
西
江
原
町
）

・
原　
田　
酒　
店
（
西
江
原
町
）

・
児
玉
食
料
品
店
（
岩
倉
町
）

・
藤　
井　
酒　
店
（
門
田
町
）

地
域
の
方
々
に
も
栽
培
し
て
頂

き
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
休
耕

田
や
耕
作
放
棄
地
の
解
消
、
そ

し
て
、
栽
培
さ
れ
る
皆
さ
ん
に

潤
い
が
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
に

な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆

様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、「
里

の
夢
」
の
商
品
化
に
あ
た
り
、

発
案
当
初
か
ら
相
談
に
の
っ
て

下
さ
い
ま
し
た
瀧
本
酒
造
様
を

は
じ
め
、
製
造
を
快
く
請
け

負
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
三
光
正

宗（
株
）様
、
更
に
は
芋
の
栽
培

か
ら
収
穫
ま
で
ご
尽
力
下
さ
い

ま
し
た
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

去
る
５
月
30
日
、
瀧
本
市
長

さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
の

方
を
お
招
き
し
、「
里
の
夢
」

お
披
露
目
会
を
行
い
ま
し
た
。

ご
出
席
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
か
ら
、

「
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
で
後
味
が
さ

わ
や
か
。
女
性
向
き
。」
と
の

意
見
を
多
く
頂
き
、
出
来
栄
え

は
上
々
の
様
で
す
。
県
主
を

も
っ
と
盛
り
上
げ
よ
う
と
発
案

し
た
こ
と
が
現
実
化
し
、
高
い

評
価
を
頂
き
ま
し
た
。
一
人
で

は
困
難
な
事
で
も
皆
の
力
が
集

ま
れ
ば
不
可
能
が
可
能
に
な
る

と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実
感
し

ま
し
た
。
今
後
は
、
県
の
里
ま

ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
だ
け
が

芋
を
栽
培
す
る
の
で
は
な
く
、

〜
ふ
れ
あ
い
で 

笑
顔
が
い
っ
ぱ
い 

県
の
里
〜

分
室
に「
ホ
ッ
ト
カ
フ
ェ
」オ
ー
プ
ン

分
室
に「
ホ
ッ
ト
カ
フ
ェ
」オ
ー
プ
ン

企　

画…

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

製
造
元…

三
光
正
宗
株
式
会
社

あ
が
た

酒造会社にお願いし、約半年。
味わい深いフルーティな焼酎ができました。
あがたの里本格芋焼酎『里の夢』

バスで片道10時間、志布志を訪れ芋の植え方を教わり苗をわけてもらい、
県の里に植えました。芋の苗はスクスクと育ち、土の中からは大きな芋が
ゴロゴロと３トン近く収穫できました。芋の種類は『黄金千貫』。

２０１４年春、県の里まちづくりの一人が言いました。
『県の里の空いた田んぼや畑でなんかできんかのぉ』
『鹿児島の志布志じゃ焼酎造りょうるでぇ』
『ほんなぁ県の里でも造ろうやぁ』

数量
限定

ま
ち
づ
く
り
で

焼
酎
作
っ
た
け
ぇ

　

飲
ん
で
み
て
ぇ

岡山
県井
原市
産

2015
年

完
成！
県
の
里 

芋
焼
酎「
里
の
夢
」

完
成！
県
の
里 

芋
焼
酎「
里
の
夢
」
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